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 2016 年 9 月 28 日にベトナム社会科学院東北アジア研究所で開催された国際シンポジウム 
“Building a Sustainable Development Society: Vietnam-Japan Cooperation to Ensure the 
Sustainable Development” において、ベトナム社会の持続的な発展に向けての必要な条件は
何かが集中的に討論された。 




















                                                          
1 本稿は、上記国際シンポジウムで報告した「近代化する葬儀：ベトナムと日本の比較から」を下敷きに、
大幅に内容を書き改めたものである。 
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Target region GDP per capita samples 
Cambodia 878USD 400
Laos 1236USD 232
Vietnam  1901USD 400
Thailand 5670USD 800
Taiwan 21270USD 817
South Korea 25975USD 428
Japan 36222USD 11804
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この調査には「あなたは誰の葬儀に出席しますか」という設問が組み込まれており、1.家族、
2.親族、3.知人・友人、4.近隣住民、5.同僚や上司、などという選択肢が用意されていた。 
図１は近隣住民への葬儀の出席率と各国の一人当たりの GDP の関連を示した図である。 
 
図１ GDP と近隣住民の葬儀参加との相関関係 
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伝統的葬儀 第一の転換 近代的葬儀 第二の転換 現代的葬儀 第三の転換 近未来的葬儀 
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